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変化はストレス解除まで続き，ストレス解除後

速やかに元のレベルに戻った.しかしながら,こ

のような内圧の変化は中段・下段のより虹門側

の食道内において認められなかった．図ｌＢの

例では，騒音開始の１分後より下段の３７ｃｍの

部位の食道内圧が上昇し,１．２分後にはストレス

負荷開始前より７ｍｍＨｇ，３分後には２０

ｍｍＨｇと食道内圧が上昇し，ストレス解除後，

徐々に元のレベルに戻るのが観察された．しか

し，より口側の食道内においてはそのような反

応は認められなかった．図２の例では，ストレ

ス負荷中の食道内圧に変化を認めなかったが，

ストレスを解除した後，上段の２７ｃｍの部位の

食道内圧が12ｍｍＨｇ上昇した.このように,食

道内圧に変化が認められたのは，ストレス負荷

中１０例中４例，ストレス解除後１０例中１例で

あった．また，図２に示した例では，ストレス

解除直後より食道の収縮波頻度の増加が認めら

れた．このように，食道の収縮波頻度に変化が

認められたのは，ストレス負荷中１０例中２例，

ストレス解除後10例中１例であり,全体でいず

れかの変化が認められたのは，１０例中７例で

あった．

緒言

消化管機能がストレスにより影響を受けるこ

とは，胃のストレス潰揚を代表として良く知ら

れている（並木ら，1979,1983；奥村ら，1989,

1990)．しかしながら，食道の機能がストレスに

よりどのような影響を受けるかについては，あ

まり知られていない．今回，われわれはストレ

スにより食道運動機能が影響を受けるか否か検

討した．

対象と方法

職下困難のない健常人男性１０人(年齢22-27

歳）を対象とした。食道運動機能は内圧測定法

により評価した．早朝空腹時，咽頭をキシロカ

インスプレーで麻酔した後，座位にて食道内圧

測定用カテーテルを経口的に挿入した．カテー

テルは先端より５ｃｍ,１０ｃｍ,１５ｃｍの部位に微

小トランスジューサが装着されているものを用

い,門歯より２７ｃｍ,３２ｃｍ,３７ｃｍの部位の食道

内圧をポリグラフ上でモニターし記録した．測

定開始後，５分間被検者がカテーテルに慣れる

のを待った．その後の１０分間は安静時の，引続

き１０分間はストレス負荷時の,さらにその後の

１０分間は安静時の食道内圧を測定した．ストレ

スとしてはヘッドホーンより片側それぞれ100

ｄＢの騒音を負荷した．

考察

本研究では，騒音ストレス負荷により食道内

圧が影響を受ける事実を知った．これらの実験

結果は,食道機能も他の消化管機能と同様に,ス

トレスにより影響を受けることを示唆する．過

敏性腸症候群(IBS)の病態には消化管全体の運

動異常を考慮すべきであると指摘されている．

ＩＢＳの病態が自律神経の失調を基盤とし，しか

もストレスの影響が密接に関与することを考え

れば，むしろ当然といえよう．本研究で得られ

結果

図１および図２に代表例を示す．図１Ａの例

では，騒音開始の約２秒後より最上段の門歯よ

り２７ｃｍの部位の食道内圧が基線の揺れの増

大を伴って上昇し，約３分間後にはストレス負

荷開始前に比べ１３ｍｍＨｇ増加していた．この
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